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丁度 20年前の昭和 44年 6月 18日から 6月 21日にかけて、数理解析研究

所て、はしめて解析的整数論の題を冠した研究集会か行われた。このときの講演

者は 8名て集会参加者は 20名にもみたず、当時の“数学 ’説上に“小クループ

の集会”と報しられている。しかし、この集会を一つの出発ξとして、その後、

解析数論は=着実に研究者の数を増し、研究分野を拡大し、さらに多種多様な問題

にわかれてそれぞれか発展して現在に至った。この現状をうけて、平成元年 6月

19日から 6月 22日まての 4日間にわたり、同しく数理解析研究所て、共同研

究集会「解析数論一最近の発展一」か行われた。この講究録は今回の研究集会の

報告集てある。

研究集会の企画は、塩川宇賢氏 (慶応大)およ U中井喜信氏 (山梨大)に負う

ものて、最近の解析数論の多彩な姿を少しでも紹介しようという方針に基づき、

数列分布論、加法数論、ζ関数と L関数、超越数二等の各分野の研究者に講演

をお願いして、講演数は 18に及んだ。さらに、国外から R Tijdeman教授

(Lelden大)、G Wagner教授 (Stuttgart大)の参加を得て、近似問題や数列

分布問題なとの興味深い講演を聞くことかてきた。

研究集会の・準備 開催に際しては数理解栃研究所に諸事万端お世話になった。

また、経費の一部を、文部省科学研究費総合 A(代表者土方弘明教授)から援助

して頂いた。これら関係者の方々、およひ御協力頂いた講演者の方々に深く感謝

する玖第てある。

平成元年 9月

三井孝美
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研究代表者 三井 孝美 (Takayoshl Mltsu1)
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